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たばこ1本には、約７．０００種類の化学物質が入っており、そのうち約２００種類以上が

有害物質である。３大有害物質として「ニコチン 「タール 「一酸化炭素」が挙げられる。」 」

たばこの煙は、喫煙者が吸い込む主流煙と、たばこの先から立ち昇る副流煙に分けられ、

副流煙には主流煙より有害物質の量がさらに多く含まれている。

依存性のある有害 発がん性物質を含 全身を酸欠乏状態

物質である。血管を んでおり、がんを発 にして動脈硬化や心

収縮させ、血液の流 生しやすくする。 臓病を起こす。

れを悪くする。

ニコチン依存症のサイクル○たばこは一度吸い始めるとなかなか止められな

。 、 「 」くなる それは たばこに含まれる ニコチン

←←に麻薬などと同じ依存性があるからである。 ニコチンが切れる

▼○たばこを吸う

と、ニコチンが イライラする

▼肺から数秒で脳

に届き 「気持 たばこを吸う、

▼ちよい」と感じ

ることがある。 気分がよくなる・

繰り返し吸って リラックスする

▼いるうちに、ニ

コチンの作用で ニコチンが切れる

▼常にニコチンを

欲しがるように もっとイライラする

▼なってしまう。

もっとたばこを吸う→→
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○脳の働きが低下
たばこを吸った後は、脳の酸

素欠乏状態になり、思考力や集中

力が落ちてしまい、勉強に影響を

及ぼす場合がある。

○持久力低下
たばこを吸うと、スポーツに関

わる呼吸器系、循環器系、さらに

は神経系の機能に影響を与え、運

、 。動能力 特に持久力を低下させる

○さわやかな息も台無し
たばこを吸うと、たばこ臭いだ

けではなく、口臭などの原因にな

り、歯も黒ずんでしまう。

○たばこは美容の敵
たばこ１本につき、レモン半個

分のビタミンＣが失われる。血行

も悪くなり、肌のハリ・ツヤがな

くなり、シワやシミができやすく

なる。
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自分がたばこを吸わなくても、周りの人のたばこの煙(副流煙)

を吸ってしまうことがある。これを「 」という。副流煙受動喫煙

は、自分でたばこを吸ったとき以上に健康に大きな影響を与える

ことが分かっている。

周りの人の健康にも

影響してしまう・・・

たばこの煙は、

自分だけの問題

じゃないのね・・・

たばこは精神的にも肉体的にも依存を作り出す。成長期である未成年者は、たばこを吸う

と成人よりも心とからだに影響を及ぼしやすくなる。

〇脳が発達中なので大人よりもニコチン

などの影響を受けやすく、たばこをな

かなか止められなくなる。

〇早い時期にたばこを吸い始めるほど、

様々な病気にかかる危険が増える。

〇少ない本数で習慣になりやすい。

〇からだの中に酸素が行き届かず、集中

力や体力が低下して、勉強やスポーツ

などにも影響する。

（・身長の伸びが止まる

・免疫機能の低下による風邪やインフ

ルエンザ

・気管支炎や肺炎などの呼吸疾患

・雑菌の繁殖による虫歯の増加・たば

この鉛の蓄積による脳細胞障害、

行動異常や知能指数低下）
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あなたの心とからだを守るため、

未成年者の喫煙は

で禁止されている。「未成年者喫煙禁止法」
（２０歳未満の喫煙禁止とともに保護者や販売者に対する罰則

も規定されている）

（ゲートウェイドラッグ）

、「 」 、法律で禁止されているにもかかわらず 喫煙 という行為を安易にしてしまうことにより

社会的規範意識の低下とモラルの低下が加速し、危険ドラッグ・万引きなどに対する抵抗力

もなくなり、容易にこれらを行いやすい傾向にあると指摘されている。このため、たばこは

危険ドラッグ・麻薬や覚せい剤への入門薬物といわれている。


